
　　　　

2025 年 2 月 25 日

平日
土曜・祝日

12
9

時
00
30

分から
19
17

時
40
10

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節に応じたイベントの開催（夏祭り、クリスマス会、ハロウィンイベント等）
・食育プログラム

家族支援
・対面や電話にて保護者様からの相談に対し必要な情報提供やアドバイスを行う
・ご家族も一緒に参加が出来るイベントの開催。
・関係各所との調整業務やご家族への伝達等を行う。

移行支援 ・地域の通信制高校や就労支援事業所との交流、情報収集。

地域支援・地域連携
・他の通所支援事業所（児童発達支援、放課後等デイサービス等）との交流、
情報交換
・イベントを通じて地域住民や企業との交流を図る。

職員の質の向上
・職員へのOJTの実施。各種勉強会や研修への参加支援。
・児童発達支援管理責任者取得の為の支援。

支　援　内　容

・食育活動を通して調理や食べる楽しさを知る。また、苦手な食べ物でもMOVEの仲間と一緒に食べることで苦手を克服出来るきっかけにしていく。
・衣服の着脱や水分補給を促し、体温調節や体調管理が出来るように支援する
・睡眠時間の確保、健康的な食事、運動時間の確保など基本的な生活リズムが維持出来る様に支援の中でも児童、ご家族にお伝えをして行く。

・ビジョントレーニングによる視覚機能の向上を図る。眼球運動、追視力、動体視力、記憶力、判断力などの動きに加え、前頭葉への刺激を与える事で脳機能向上にも寄与している。
・コーディネーショントレーニング（リズム能力、バランス能力、変換能力、反応能力、連結能力、定位能力、識別能力）を取り入れた運動プログラムの提供。
・理学療法士による計画的なリハビリテーション（歩行訓練、関節可動域訓練、感覚統合、MMT、PFN等）

本
人
支
援

・荷物の整理整頓、提出物の管理が出来るように支援する。
・季節に合ったイベントを体験する事により季節の流れや時間の流れを感じてもらう。
・トレーニング開始や帰宅時間等、時間を意識して動くことが出来るように支援していく。

・来所持、退出時、始まりと終わりの挨拶をしっかり行う事で挨拶の大切さを知る。
・状況に応じた適切な言葉遣いを身に付ける
・相手にして欲しいことは先ずは自分からその行動が出来るように支援していく。

・同世代以外の利用者との関りの中で他者の存在をしる機会を得る
・児童の特性や目指す社会性に応じて自立した生活が送れるように、主体性を持って自己決定が出来るよう支援していく

支援方針

・児童の表情、足音、振る舞い、言葉など微妙な変化にも気付ける様に常にアンテナを張り適切な声掛けや支援を行う。
・視覚情報、聴覚情報を児童の特性に合わせてしっかりと伝わる様心がける
・結果ではなく、どれだけその課題に向き合えたかの大切さを伝えていく。
・良い行動は褒め、出来ない事はどうしたら出来るようになるかを一緒に考え伝えていく
・出来ないことや苦手な事でも失敗を恐れずチャレンジし、チャレンジ出来たことを褒めるとともに出来た時には達成感や充実感を共有する。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 運動を通して児童や保護者様に感動を与える支援をする

事業所名 放課後等デイサービス MOVE 作成日支援プログラム


